Das Veilchen« von W. A. Mozart K.476 - Hat man es hier mit einem volkstümlichen Lied zu tun oder mit einer dramatischen Szene? - by 岩川 直子
















ルナー・エールマンの »Reklams Liedführer«1) は 11 世紀のミンネザングから 20 世
紀後半の現代作曲家によるリート作品までを通時的に解説したリート研究者必
携の書であるが，その前書きは「リートとは何であろうか？ »Was ist ein Lied?«」
という言葉で始まっている。言葉と音からなる叙情的総体 das lyrisches Ganze aus 






を堪能することができる。ドイツ歌曲 das Lied とフランス歌曲 le mélodie が対比
的に語られることもある 2)。それでもなお，「リート」についてのお墨付きの定義
がいまだ確立していないのである。それは一体何故なのだろうか。1814 年 10 月
19 日（すなわちシューベルトが「糸を紡ぐグレートヒェン」 »Gretchen am Spinn-




とすると，1802 年にハインリヒ・クリストフ・コッホ（Heinrich Christoph Koch 
1749-1816）が著した『音楽辞典 Musikalische Lexikon 』におけるリートの定義か
1) Reclams Liedführer von Werner Oehlmann, Stuttgart, 2000
2) これについてはエルヴィン・ルテール著 , 小松清他訳『フランス歌曲とドイツ歌曲』
白水社，1981 に詳しく述べられている。
3) オスカル・ビーがドイツリートの誕生日を 1814 年 10 月 26 日，すなわち「糸を
紡ぐグレートヒェン」„Gretchn am Spinnrade“ の作曲された日としている。Bie, 






















民謡 Volkslied を原点として 17 世紀頃から単純な有節リート Strophenlied（同一







































das Veilchen / W. A. Mozart 付曲 KV476　（原詩 J. W. Goethe）
　モーツアルトの時代はまだ伴奏楽器にピアノフォルテもなく，確実に有節歌曲
全盛の時代であった。そんな時代に突然音楽史上初めての通作リートといわれる
「すみれ」 »das Veilchen« が作曲された。通作どころかオペラのレチタティーヴォ
を思わせる 1 行まで付け足したこのリートについて 19 世紀の有名な音楽批評家，
アルフレッド・アインシュタイン 6) は「このリートは全然リートではない。モーツ
5) 本 稿 は Wiora,Walter:das deutsche Lied — Zur Geschichte und Ästhetik einer musika-


























7) Wiora 12 頁
8) Friedländer, Max（1824-1932）18 世紀 19 世紀のリートと民謡の研究者 :
das deutsche Lied im 18. Jahrhundert, 3 Bde., Stuttgart/Berlin 1902, (Nachdruck 
Hildesheim 1962) S. 164
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「すみれ」のほか「ルイーゼが不実な恋人の手紙を焼いた時」 »Als Luise die Briefe 














Ein Veilchen auf der Wiese stand,
gebückt in sich und unbekannt;
es war ein herzigs Veilchen.
Da kam ein’ junge Schäferin
mit leichtem Schritt und munterm Sinn 






12) ブラームスは 1860 年にクララ・シューマンに宛てた手紙に次のように書いてい
る：「リートは今日では実に間違った道を進んでおり，理想を十分しっかりと心
に刻むことができないほどになっています。理想と言うのは私にとっては民謡な





Ach! denkt das Veilchen, wär’ ich nur 
die schönste Blume der Natur,
ach nur ein kleines Weilchen,
bis mich das Liebchen abgepflückt 
und an dem Busen mattgedrückt,
ach nur ein Viertelstündchen lang !
Ach, aber ach! das Mädchen kam 
und nicht in acht das Veilchen nahm,
ertrat das arme Veilchen.
Und sank und starb und freut’ sich noch:
und sterb’ ich denn, so sterb’ ich doch 
durch sie ! zu ihren Füßen doch !
















14) この詩は編年版の Insel 社の詩集には入っているが，Hamburg 版ゲーテ全集の詩
の中には入っておらず，シュトラースブルグ時代の詩群の 1 番目に挙げられてい
る Heidenröslein の Anmerkungen の中で「後に劇中歌となったもの」，として紹介
されているだけである。ゲーテは後にジングシュピール »Erwin und Elmire« の中
にこの詩を挿入し，銀行家の娘リリー・シェーネマンに捧げている（第 1 稿と第
2 があるが，リリーに捧げたのは第 2 稿。ゲーテは彼女に求婚したが最終的には
実らなかった）。しかし »das Veilchen« の詩自体は 1773 年から 74 年頃に作られて


































グシュピールが最初のもので，これには当時 Johann André が曲を付け好評を博し
たようだ 15)。最近ではオトマー・シェック Othmar Schoeck（1886-1957）がこの第
いるので Lili-Lyrik には入れられていない。









ト Johann Friederich Reichardt（1752-1814）である 16)。いずれのジングシュピール























版で載っている。Ottmar Scheck が作曲している „Erwin und Elmire“ は第 1 稿に付
曲したものである。
16) Johann Friedrich Reichardt（1752-1814）　作曲 »Erwin und Elmire«（Singspiel in two 
acts after Johann Wolfgang Goethe） このジングシュピールは第 2 稿に付曲したもの。
CPO-999-860-2











しかしモーツアルト自身は『わが全作品目録』»Verzeichniß aller meiner Werke« の















いる。民謡 Volkslied とリート Lied はドイツ歌曲の底流に流れる基本的な概念で
あり，いわばドイツ歌曲の原点であるが，同じリート Lied という言葉が，ゲザ







17) Wiora 16 頁
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イプ（Liedtypus）として，例えば民謡調のリート volkstümliches Lied, シェーナリー
ト Szenenlied, 情調リート Stimmungslied，体験リート Erlebnislied，宗教的リート
























 der König in Thule/J. F. Zelter 付曲 19)　（原詩 J. W. von Goethe）
Es war ein König in Thule
Gar treu bis an das Grab,
Dem sterbend seine Buhle
18) Günther Müller: Geschichte des deutschen Liedes, Drei Masken Verlag (München) 1925
には Gattungsgeschichte や Liedtypen について詳しく述べられている。
19) Schott 版楽譜 ED115，Carl Friedrich Zelter Fünfzig Lieder では『ファウスト第 1 部』
の「トゥーレの王」の歌詞が使われている。Urfaust の詩とは数箇所で歌詞の異同
がある。
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Einen goldnen Becher gab.
Es ging ihm nichts darüber,
Er leert’ ihn jeden Schmaus;
Die Augen gingen ihm über,
So oft trank daraus.
Und als er kam zu sterben,
Zahlt’ er seine Städte im Reich,
Gönnt’ alles seinen Erben,
Den Becher nicht zugleich.
Er saß beim Königmahle,
Die Ritter um ihn her,
Auf hohem Vätersaale,
Dort auf dem Schloß am Meer.
Dort stand der alte Zecher,
Trank letzte Lebensglut,
Und warf den heil’gen Becher
Hinunter in die Flut.
Er sah ihn stürzen, trinken
Und sinken tief ins Meer,
Die Augen täten ihm sinken,

















してすぐに思い付くのが『ファウスト第 1 部』»Faust I« でグレートヒェンが歌う
「トゥーレの王 Der König in Thule」であろう。
　ゲーテの戯曲『ファウスト第 1 部』の夕べの場 Abend でグレートヒェンによっ
て歌われる民謡「トゥーレの王」も，詩の成立史に関しては「すみれ」とかなり
似たところがある。この詩（バラード）は »Urfaust« にすでに取り入れられてい





















Faust I: 2754-2758 行）
20) Beutler, Ernst: Essays um Goethe, Artemis Verlag, Zürich und München, S. 309-359 »Der 
König in Thule und die Dichtungen von der Lorelay«（山下剛訳『トゥーレの王とロー
レライ』未知谷出版 2008）に「トゥーレの王」の成立事情についての事情と詩の
解釈に関して詳しく述べられている。





























彼女の死に際して最愛の人に黄金の盃 einen goldenen Becher を贈り，荘厳な老王

































das verlassene Mägdlein/Hugo Wolf 付曲（原詩　Eduard Mörike） 
Früh, wann die Hähne krähn,
eh’ die Sternlein schwinden,
muß ich am Herde stehn,
muß Feuer zünden.
Schön ist der Flamme Schein,
es springen die Funken;
Ich schaue so darein,
in Leid versunken.
22) 上掲書 Beutler: S. 358
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Plötzlich, da kommt es mir,
treuloser Knabe,
daß ich die Nacht von dir
geträumet habe !
Träne auf Träne dann
stürzet hernieder;
so kommt der Tag heran —






















































格を感じずにはいられない。この詩には出版後 50 ほどの付曲があり，R. シュー
マンの通作歌曲でこのシェーナリートは完成の域に到達したかと思われたが，
シューマンのこの歌曲を聴いたフーゴ・ヴォルフがこれ以上のものを作ることを
思いついて 26) 完成したものが有名なヴォルフの「捨てられた女中」»das verlassene 
24) zauberhaftes Mädchen (Reclam 4770(5) Maler Nolten S. 472 ff.













































あることに注目したい。筆者の聴いたもののなかでは Brigitte Fassbaender (Ms.), 
Jean-Yves Thibaudet (p.) の演奏が秀逸であった。DECCA Mörike Lieder 1992 年録音
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れが聴衆に愛されたことにとまどった音楽理論家や批評家たちが初めての通作
リートといわれる「すみれ」をすぐさま受け入れられるだけの音楽的土壌が当時
はまだ整っていなかったということだったのだろう。
　さて，ヴィオラが提起した「モーツアルトの『すみれ』はリートかシェーナか？」
という問題から我々は「リート的なるもの」の内実に少しは迫れたであろうか。
本稿はとくにリートの形式史に照準を当てて，有節から通作への道程と「リート
的なるもの」の内実との関係を探ろうとしたものである。ここで取り上げた 3 つ
のリートはリート形式上の差を止揚していずれも極めて「リート的」である。し
かし，有節形式とリートの本質を深く結びつけた 19 世紀の音楽評論家，詩人達，
作曲家の言説はかなり長期に亘って支持されたという事実も決して見過ごせな
い。有節から通作へのリート形式上の流れとリートの内実との関係を探りながら
わかったことは，現在でも尚リート史を体系的に語ることの難しさであった。し
たがって，「何をもってリート的というか」という問題の答えはまだまだ留保せ
ざるを得ない。それぞれの作曲家が「言葉」から霊感を得て独自の「リート」論
にしたがって付曲したものに素直に耳を傾けることからしか「確かに存在はする
けれどその実態がいまだ不確実なリートの内実に到達することはできない」とい
うのが現時点の筆者の率直な答えである。
